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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 186,798 8.9 5,362 428.8 6,570 213.8 3,790 294.7

27年３月期第２四半期 171,458 △0.5 1,014 △45.5 2,093 △28.2 960 △14.5
(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 3,751百万円( 263.1％) 27年３月期第２四半期 1,033百万円( △7.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 151.26 －

27年３月期第２四半期 37.75 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 139,006 75,633 54.4

27年３月期 135,610 75,235 55.5
(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 75,633百万円 27年３月期 75,235百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00

28年３月期 － 30.00

28年３月期(予想) － 30.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 366,000 4.8 8,800 101.4 11,000 67.3 5,000 201.4 198.90
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 25,472,485株 27年３月期 25,472,485株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 935,378株 27年３月期 335,003株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 25,061,957株 27年３月期２Ｑ 25,437,902株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算
短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ
ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
・当社は、平成27年11月27日に機関投資家及びアナリスト向けの四半期決算説明会を開催する予定です。
その模様及び説明内容（音声）については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ホ
ームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策の効果や雇用・所得環境の改善から緩や

かな景気回復基調で推移いたしましたが、中国をはじめとした海外経済の減速懸念や、個人消費における根強い節

約志向等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社が属するドラッグストア業界は、同業各社の積極的な出店や法的規制緩和による競争環境のめまぐるしい変

化を受け、異業種を交えた業務・資本提携、Ｍ＆Ａ等、企業の生き残りをかけた統合・再編の動きが活発化してお

ります。

このような状況下、当社は、経営理念「人々のココロとカラダの健康を追求し、地域社会に貢献する」のもと、

中核事業であるドラッグストア・調剤事業をより迅速かつ効率的に運営できる経営体制へと抜本的な組織変革を行

い、①お客様のニーズに対応する地域密着型のきめ細やかなマーチャンダイジングの構築、②年間７０店舗を目標

とする既存店舗の改装による活性化、③事業運営における更なる効率化、④地域密着型かかりつけ薬局の実現を目

指した取り組みを推進しております。

営業活動におきましては、改装を中心とした既存店の活性化策、夏物商材・新製品等の導入施策、訪日外国人向

けの販売促進策等が順調に進捗いたしました。また前年同期の売上高が消費税増税前特需の反動により下落してい

たこともあり、当第２四半期連結累計期間売上高の前年同期比を押し上げる要因となり、既存店売上高増収率は9.1

％増と好調に推移いたしました。売上高の増加とともに、コスト削減、効率化も順調に進み、利益の押上げ要因と

なりました。

出退店につきましては、増加している訪日外国人の需要を取り込む新業態店２店舗を含め新規に９店舗の出店、

31店舗の退店を行いました。また既存店活性化を目的に41店舗の改装を実施する等、店舗の新陳代謝を促進いたし

ました。結果、当第２四半期連結累計期間末の当社グループ店舗数は、下表のとおり1,319店舗となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、186,798百万円（前年同期比8.9％増）、営業利益5,362百万

円（同428.8％増）、経常利益6,570百万円（同213.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益3,790百万円（同

294.7％増）となりました。

　
[国内店舗数の推移]

平成27年４月１日
期首時点の総店舗数

出店 退店
平成27年９月30日
現在の総店舗数

株式会社ココカラファイン ヘルスケア 1,283 9 31 1,261

株式会社岩崎宏健堂 58 - - 58

合計 1,341 9 31 1,319

（内、調剤取扱） (234) (1) (2) (233)

[国内地域別店舗分布状況（平成27年９月30日現在）]

地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数 地域 店舗数

北海道 29 富山県 3 兵庫県 102 福岡県 56

宮城県 2 石川県 1 奈良県 42 佐賀県 2

山形県 1 福井県 2 和歌山県 28 長崎県 18

福島県 3 山梨県 3 鳥取県 14 熊本県 8

茨城県 2 長野県 3 島根県 2 大分県 5

栃木県 6 岐阜県 19 岡山県 9 沖縄県 6

群馬県 1 静岡県 37 広島県 29 合計 1,319

埼玉県 47 愛知県 100 山口県 72

千葉県 20 三重県 60 徳島県 4

東京都 244 滋賀県 11 香川県 7

神奈川県 54 京都府 35 愛媛県 5

新潟県 71 大阪府 153 高知県 3
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（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産に関する状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、139,006百万円となり、前連結会計年度末に比べて3,395百万

円増加いたしました。主な要因は、現金及び預金4,619百万円の増加、売掛金1,145百万円の増加、たな卸資産1,704

百万円の減少、その他（未収入金他）494百万円の減少、有形固定資産712百万円の増加、無形固定資産308百万円の

減少、投資その他の資産577百万円の減少等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、63,373百万円となり、前連結会計年度末に比べて2,998百万円

増加いたしました。主な要因は、買掛金698百万円の増加、短期借入金300百万円の減少、未払法人税等1,850百万円

の増加等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、75,633百万円となり、前連結会計年度末に比べて397百万円

増加いたしました。主な要因は、配当金754百万円の支払いによる減少、自己株式の取得による減少額2,600百万円、

当第２四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益3,790百万円による増加等によるものであり

ます。

　
② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、10,784百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ4,619百万円増加いたしました。当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシ

ュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、10,302百万円（前年同四半期比3,922百万円

の増加）となりました。これは、税金等調整前四半期純利益が6,301百万円に対して、主な増加要因として非資金費

用である減価償却費及びその他の償却費の計上が1,671百万円、仕入債務の増加額698百万円、たな卸資産の減少額

が1,704百万円があったものの、減少要因として売上債権の増加額1,145百万円、法人税等の支払額375百万円があっ

たこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用された資金は、1,879百万円（前年同四半期比455百万円

の増加）となりました。これは主として新規出店等による有形固定資産の取得による支出が1,636百万円、無形固定

資産の取得による支出99百万円、敷金及び保証金の差入による支出281百万円、敷金及び保証金の回収による収入が

408百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果使用された資金は、3,802百万円（前年同四半期比396百万円

の増加）となりました。これは主として、短期借入金の返済による支出が300百万円、自己株式の取得による支出が

2,600百万円、配当金の支払額753百万円があったこと等によるものであります。

　
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年８月26日に公表いたしました連結業績予想の修正は行っておりません。

なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（重要な子会社の異動）

該当事項はありません。

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更）

従来、連結子会社のうち決算日が２月28日であった株式会社岩崎宏健堂については、同日現在の財務諸表を使用

し、連結決算日との間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりましたが、同社が決算日を３月

31日に変更することに伴い、当第２四半期連結累計期間は平成27年３月１日から平成27年９月30日までの７ヶ月間

を連結しております。

　
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方

法に変更しております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,164 10,784

売掛金 14,272 15,418

たな卸資産 47,021 45,316

その他 10,943 10,449

貸倒引当金 △2 －

流動資産合計 78,399 81,968

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,827 11,817

土地 11,076 11,076

その他（純額） 2,946 3,669

有形固定資産合計 25,850 26,562

無形固定資産

のれん 942 730

その他 1,815 1,717

無形固定資産合計 2,757 2,448

投資その他の資産

敷金及び保証金 21,992 21,545

その他 6,782 6,654

貸倒引当金 △170 △173

投資その他の資産合計 28,604 28,026

固定資産合計 57,211 57,037

資産合計 135,610 139,006
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 39,056 39,755

短期借入金 3,900 3,600

未払法人税等 631 2,482

賞与引当金 1,837 1,864

ポイント引当金 2,390 2,520

その他 7,088 7,298

流動負債合計 54,904 57,521

固定負債

退職給付に係る負債 3,189 3,301

その他 2,280 2,550

固定負債合計 5,470 5,851

負債合計 60,374 63,373

純資産の部

株主資本

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 34,439 34,439

利益剰余金 40,743 43,780

自己株式 △979 △3,579

株主資本合計 75,203 75,640

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 269 204

退職給付に係る調整累計額 △236 △211

その他の包括利益累計額合計 32 △7

純資産合計 75,235 75,633

負債純資産合計 135,610 139,006
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 171,458 186,798

売上原価 128,189 138,848

売上総利益 43,269 47,949

販売費及び一般管理費 42,255 42,587

営業利益 1,014 5,362

営業外収益

発注処理手数料 566 609

受取賃貸料 429 443

その他 531 598

営業外収益合計 1,527 1,651

営業外費用

賃貸費用 376 431

その他 70 10

営業外費用合計 447 442

経常利益 2,093 6,570

特別利益

その他 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 41 44

賃貸借契約解約損 13 76

減損損失 77 107

関係会社株式評価損 10 －

災害による損失 － 31

その他 7 9

特別損失合計 150 270

税金等調整前四半期純利益 1,943 6,301

法人税等 982 2,510

四半期純利益 960 3,790

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 960 3,790
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 960 3,790

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 47 △64

退職給付に係る調整額 25 25

その他の包括利益合計 72 △39

四半期包括利益 1,033 3,751

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,033 3,751

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,943 6,301

減価償却費及びその他の償却費 1,807 1,671

減損損失 77 107

のれん償却額 209 211

受取利息及び受取配当金 △54 △51

支払利息 13 6

固定資産除却損 41 44

固定資産受贈益 △77 △196

関係会社株式評価損 10 －

賃貸借契約解約損 13 76

売上債権の増減額（△は増加） 1,708 △1,145

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,902 1,704

仕入債務の増減額（△は減少） 2,196 698

引当金の増減額（△は減少） 78 158

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 172 151

その他 1,398 934

小計 7,637 10,672

利息及び配当金の受取額 11 12

利息の支払額 △13 △6

法人税等の支払額 △1,255 △375

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,380 10,302

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 1 －

有形固定資産の取得による支出 △899 △1,636

無形固定資産の取得による支出 △158 △99

敷金及び保証金の差入による支出 △400 △281

敷金及び保証金の回収による収入 168 408

関係会社株式の取得による支出 △87 －

その他 △48 △270

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,424 △1,879

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △2,400 △300

自己株式の取得による支出 △0 △2,600

配当金の支払額 △736 △753

その他 △270 △149

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,406 △3,802

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,548 4,619

現金及び現金同等物の期首残高 8,061 6,164

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同
等物の増加額

6 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,616 10,784
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、当第２四半期連結累計期間において、平成27年９月７日開催の取締役会決議に基づき、東京証券取引

所の自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）により、自己株式600,000株の取得を行いました。この結

果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が2,598百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において自

己株式が3,579百万円となっております。

　
（開示の省略）

上記以外の注記事項につきましては、第２四半期決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられます

ため、開示を省略しております。
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